
編集後詑  

⑳今月の特集はITS（Intelligent Transport Sys－  

tems）ですが9 この言葉も周知のものとなりつつあ  

ります。マスコミ等でも頻繁に取り止げられる高速道  

路での自動料金徴収システムやリアルタイムの交通デ  

脚タに基づく経路誘導システムは，自動車交通の効率  

化に役韮ちそうです。しかしワ ニれらはⅠⅧ、Sのごく  

表層の一部であることが今岡の特魔をお読みいただけ  

るとお分かりになると思います。都市焦活と産業活動  

のインフラストラクチャぃである交通システムを，劇  

的に進歩しつつある情報0通信技術に立脚して根本か  

ら再構成しようとし、う誠に壮大な試みが背後に存在し  

ているようですゎ 牲隠の分野で昨今よく話題になって  

いるサプライチェーン0マネジメントも，こうしたイ  

ンフラストラクチャ帥を前提として構築してゆくこと  

になりそうです。退屡各や鉄道というハ｝ドなインフラ  

はこれまでも存在していたものの9 社会全体の便益を  

見越しながら交通を制御するためのソフトな仕組みは  

未整備だった訳で亨 現在まさにそのための新しい一歩  

が踏み粋浮れようとしているように思われるのです。  

⑳盲糾ってみれば，ハードなインフラを人間指向で役立  

たせるためのソフトな仕組み（ソフト ひインフラスト  

ラクチャハmと呼ばれます）が望まれるような局面は，  

］［TSのみならず遍在しているように思われます咽 職  

住が効率悪く配置された都市システムや都市の過密に  

よる廃棄物問題なども9 法体系をもふくめたソフト0  

インフラストラクチャーによって制御し再構成せねば  

なりません付 しかし，そのためには9’ハードと連関し  

たソフトな論理9サが必要不可欠です♪ そうした論理に  

関わる基礎研究は，今後ORの分野で益々重要度を帯  

びてくるのではないでしょうか。様々な分野で耳TS  

のような新たなh川▲歩がもたらされんことを，そして  

のRがその一助となることを祈ります。 （東田 治）  
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